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２０１１年はご降臨５５年 

 

 

 

 

 

初
詣
は
瀬
戸
毘
沙
門
天
王
へ 

 

瀬
戸
毘
沙
門
天
王
さ
ま
は
天
界
か
ら
ご
降
臨
さ
れ
て
五
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
私

が
高
校
一
年
生
の
夏
で
し
た
。
私
の
古
い
家
の
二
階
に
お
ま
つ
り
し
始
め
ま
し
た
。 

こ
れ
で
我
が
家
も
良
く
な
る
と
心
が
躍
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

ん
な
に
現
実
は
甘
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
活
は
前
と
変
わ
ら
ず
家
計
は
左
ま
い

で
し
た
。 

 

一
浪
し
て
家
に
い
る
と
借
金
と
り
が
毎
日
き
て
、
必
ず
返
す
か
ら
と
い
う
母
の
会

話
を
聞
き
な
が
ら
受
験
勉
強
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
祖
父
松
原
天
摂
大
権
現
は
「
雑
草
に
な
れ
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。 

雑
草
の
ご
と
く
踏
ま
れ
て
も 

踏
ま
れ
て
も
「
芽
」
を
出
し
て
い
く
生
き
方
を
教
わ

り
ま
し
た
。
現
在
が
あ
る
の
も
毘
沙
門
天
王
さ
ま
の
お
か
げ
と
祖
父
の
力
づ
よ
い
教

導
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ご
恩
に
報
い
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
月
十
六
日
（
日
）
お
火
焚
き
祭 

 
 
 
 
 
 

午
前
十
一
時 

午
前
１ 

 

 

瀬戸毘沙門天王 

事務局瀬戸町山根 

℡ ０ ９０ － ３８８１    

－８６２９ 

十
二
月
十
六
日 

 

バ
レ
テ
峠
で
慰
霊
祭 

太
平
洋
戦
争
開
戦
後
に
は
関
東
軍
の
直
属

兵
団
と
し
て
、
佳
木
斯
に
駐
屯
し
て
い
た
。

満
州
国
内
に
て
対
ソ
戦
の
訓
練
や
抗
日
パ

ル
チ
ザ
ン
掃
討
等
の
治
安
維
持
活
動
に
従

事
し
て
い
た
。 

一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
年
）
二
月
か
ら
師

団
の
一
部
が
米
軍
の
進
行
に
備
え
る
た
め

太
平
洋
方
面
に
配
置
さ
れ
、
同
年7

月
に
は

師
団
主
力
も
南
方
派
遣
が
決
定
さ
れ
た
。
当

初
は
、
台
湾
に
配
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が

風
雲
急
を
告
げ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
ル
ソ
ン
島

に
投
入
、
尚
武
集
団
隷
下
部
隊
と
し
て
バ
レ

テ
峠
、
サ
ラ
ク
サ
ク
峠
で
約
半
年
に
渡
る
持

久
戦
を
展
開
、
衆
寡
敵
せ
ず
壊
滅
状
態
と
な

り
、
そ
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
る
。 

• 昭
和
十
九
年
十
二
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
ル
ソ
ン
島
に
移
動
。
昭
和
二
十
年
二
月

敵
と
遭
遇
。
激
戦
の
末
岡
山
出
身
の
歩
兵
第
十
連
隊
が
プ
ン
カ
ン
で
全

滅
。
連
隊
の
九
十
二
％
の
二
千
九
百
四
十
二
名
が
戦
死
。
そ
の
遺
族
の
吉

岡
さ
ん
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。 

 

吉
岡
さ
ん
の
父
奥
山
仁
士
は
六
月
二
十
日
飲
料
水
が
な
く
な
り
戦
死
。

（
西
大
寺
の
生
存
者
よ
り
。 

 

サラクサクでの慰霊祭 

バレテ峠で慰霊祭 

毎
月
第
一
日
曜
日
十
一
時 

 

月
並
み
祭
＆
カ
ラ
オ
ケ
練
習
会 

http://areco11.sub.jp/index.php?%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%94%E3%83%B3

